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序論

日本住血吸虫中間宿主ミヤイリガイは水陸両棲の巻員

て、，タト的条件に対し比較的強い抵抗性を示し，就中乾燥

に対しては所謂“広水性”を示すことが知られている

く小宮ら，1958）.一方温度に対するミヤイリガイの態

度に関しては，その活動の適温の範囲について斎藤ら

(1951），川本（1954）及び中尾ら（1958）の報告があ

る．とれらによれば，おおむね28℃以上及び10℃以下の

温度はミヤイリガイの活動のための制限要因となると云

われる．然し乍ら，とれが生存のための制限要因として

の温度に関しては未だ充牙にたしかめられていない現状

てある．筆者らはこれをたしかめる目的て次の如く実験

を試みた．

実験方法

本実験はミヤイリガイの高温に対する抵抗性及びそれ

の低温に対する抵抗性に大別される．

高温に対する抵抗性の実験に関しては， ↑亘温槽及びY~1

卵器を用いた．処理温度は両者共夫々45°0,40°0, 35°0 

及び30°0（誤差は何れも± 0.5°0）の4段階とし，この

中にミヤイリガイを収容した径15cmの大型シャーレー

を収めた．シャーレー中にミヤイリガイを収めるに当つ

ては，夫々底に漉紙を敷き，とれを全く乾燥状態に保っ

たもの，湿潤の状態にしたもの及び約 1.5cmの深さに

水を湛えたものの8組を用意し，犬々のシャーレーに

200コの貝を収めた．

これらは所定の時間処理した後，毎回40コ宛無作意的

に抽出し，破砕法により生死を検した．

尚この場合における僻卵器内の湿度は何れの場合にお

いても60%以下であり，恒温槽内のそれは何れも95%以

上であった．

一方，低温に対する抵抗性の実験に当つては，電気冷

蔵庫を用い，処理組度は，ー10°0,-5。C及び O℃（誤

差は何れも土1℃〉 であり，前と同様との中に 200コの

ミヤイリガイを収容した径15cmの大型シャーレーを収

めた．との場合におけるシャーレー内の状態は， －10°0

及び 0。Cにおいては乾燥と湿潤の2区分とし，－ 5°0の

場合には乾燥，湿潤及び水没の3区喜子とした．

生死鑑別の方法は高温の場合における方法と同様てあ

る．

成績

A. ミヤイリガイの高温に対する抵抗性

1. 45°0における死亡状況： 45°0におけるミヤイリガ

イの死亡状況は第1表及び第1図に示すどとくである

が， ζの場合ミヤイリガイは恒温槽，僻卵器中何れの場

合にあっても 7時間以内に全部死亡した．恒温槽内にお

いては，乾燥状態にあって 2時間以内に 100%死亡し，

第 l表 45°Cにおけるミヤイリガイの死亡状況

（観察貝数40コ）
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湿潤状態及び水没状態にあっては1時間以内にその悉く

が死亡した． 一方￥~f.卵器内においては，乾燥状態におか

れた貝は7時間以内に，湿潤状態では5時間以内に，叉

水没されたものは8時間以内に 100%死亡した．

2. 40°0における死亡状況： 40°0におけるミヤイリガ

本研究は一部は Grantfrom the National Institute of Health of the United States E-1109Rによった．記し

て謝意を表する．
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35°C におけるミヤイリガイの死亡状況

（観察貝数40コ）
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45°Cにおけるミヤイリガイの死亡状況

イの死亡状況は第2表及び第2図に示すごとくである

が，との場合， f亘混槽， ffll$卵器内何れの場合にあっても

すべて24時間以内に死亡した．恒温槽内にあって乾燥の

場合， 12時間以内に，湿潤の場合10時間以内に叉水没の

場合ては 8時間以内にすべての貝が死亡した．解卵器内

においては，乾燥の場合及び湿潤の場合24時間以内に，

叉水没の状態ては10時間以内にすべてが死亡した．

3. 35°0における死亡状況 ：35°0におけるミヤイリガ

第 1図

35°Cにおけるミヤイリガイの死亡扶況第 3図

40°Cにおけるミヤイリガイの苑亡状況

（観察貝数 40コ）
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第 2凶 40°Cにおけるミヤイリガイの死亡状況

イの死亡状況は第8表及び第8図に示すどとくである．

即ち，恒温槽内にあっては乾燥状態て 5日以内に，湿潤

及び水没状態て2日以内にすべて死亡した．解卵器内て

は乾燥状態て、は10日以内に，湿潤状態ては 3日以内に，

叉水没状態ては2日以内にすべての貝が死亡した．

4. 30°0における死亡状況 ：30°0における死亡状況は

第4表及び第4図に示すどとくである．恒温槽内におい

ては乾燥状態におかれたものはすべてが死亡するに13週

間を要したが，湿潤の状態にあっては6週間て，叉水没

の状態ては2週間以内に全部死亡した．僻卵器内ては，

乾燥状態では 5週間てすべてのミヤイリガイが死亡し，
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30°Cにおけるミヤイリガイの苑亡状況

（観察貝数40コ）

第 4表

（週）間時過経飼育
中の飼育器
の区分

状態 9 10 11 12 13 

ハUA吐
口
O

ハ
u

q

J

i

斗
A

p

o

n

U

 

3

4

 

戸

b

n

u

q

u

q

a

 

つu
n

u

つd

円
べ

υ

d
告

A
せ

っ

山

ワ

ム

ワ
d
n
u
ワ
t

つu
d

吐
円
，
h

6
0
0
6
 

q心
A
吐

A
吐
円

L

F
O
A
υ
つ
山

F
O

つ
山
刈
吐
丹
、
u
q
L

バu
Z
A
当

n
u
dせ

1
i
q
a
円

J

つL

P
O
ハ
b
n
L
円

L

q
U
1
i
寸上

5
6
8
6
0
o
 

t

－－よ

d
q
Aせ

6
8
2
6
4
4
 

ー

ム

司

υ
q
J

槽
器
槽
器
槽
器

温
卵
温
卵
温
卵

恒
勝
恒
勝
恒
勝

燥

潤

没

乾

湿

水

8 7 6 5 4 3 ワ
］ 

帝事守一一-0華'1.t，量
帝 E一一-o；＆潤
港 A ..ー一一合JK.l! 

~；；；： ・一一一－ fi.:ll
;r,，一一－ ；皇軍1
Z曹ι一一 企＊浸

24 12 10 8 

m
N
m
m
z
 

1
1塁
手

( 57 ) 



584 

qo 

so 

70 

50 

40 聡晶一一→ f聖域
脅E一一一也ー呈明
君主ι …企 1k：長

初

m
z

↑
｜

l
R七
ι

享一

4豆←一－夜漁
；：，.・一一一ー湿潤

糟Jr－－－ー司企 1＼＜.；霊

I 2 3 4 5ι7  8 'l 10 II 12 13 14 I'; 

事豆電瞬間（i!I）一一命

第4図 30C。におけるミヤイリガイの死亡扶況

湿潤状態におかれたものは11週間て全部死亡した．これ

に対し水没の状態におかれたものは2週間以内に 100%

死亡した．

B. ミヤイリガイの低温に対する抵抗性

1. -10°0における死亡状況：－10°0においては乾燥

と湿潤の状態におかれた場合の抵抗力を検した．その成

績は第5表に示すどとく何れの場合においても 1時間以

内にすべて死亡した．

第 5表 -10。C におけるミヤイリガイの

苑亡状況（観察貝数40コ）

飼育中の
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況は第6表及び第5図に示すどとくて、あるが，乾燥状態

におかれた貝は2時間以内に 100%死亡し，湿潤状態に

あては1時間以内に 100%の死亡が認められた．とれに

対して水没した貝は処理後4時聞は全く死亡が認められ

なかったが，第5時間後に悉くが死亡した．

3. 0。Cにおける死亡状況： 0℃においては前述のど

とく乾燥状態と湿潤状態におかれた貝の死亡状況を検し

第 6表 -5。Cにおけるミヤイリガイの
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第 5図 ー5°Cにおけるミヤイリガイの死亡状況

た．その成績は第7表及び第6図に示すとおりである．

乾燥状態ては 7週間にして， 100%死亡したのに対し，

湿潤状態におかれた貝は同期間後において僅か32.5%の

死亡に止まった．

第 7表 O。Cにおけるミヤイリガイの

苑亡状況（観察貝数40コ）
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第 6図 O。C におけるミヤイリガイの死亡状況

考按

45°0の高温の状態にあっては，ミヤイリカ、イは如何な

る状況下におかれようとも，その悉く が7時間以内に死

亡した．然しながらこれを尚詳しく観るに恒温槽，解卵

器の場合共，乾燥状態におかれた員は湿潤状態におかれ

た貝よりもより長時間生存し，湿潤のそれは，水没のそ

れに比しより長く生存し得る．一方向Uく乾燥状態にお
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かれた恒温槽内と癖卵器内の貝を比較するに，気中の温

度の高い恒温槽の貝の方が，気中の温度の低い府卵器内

のそれよりも若干早く死亡する傾向を示す．

40°0の温度の下にあっては，ミヤイリガイは如何なる

状態にあっても，すべて24時間以内に死亡した．との場

合においても45°0の場合と同様，貝が乾燥状態におかれ

た場合には，それが湿潤の状態におかれた場合に比しよ

り長期間生存を続けることが出来，叉湿潤の状態におか

れたものは水没の状態におかれたものに比し長時間生存

を続け，更には同一状態におかれた場合には，タト界の湿

度の低い解卵器内のものの方が外界の湿度の高い恒温槽

内の貝よりも，より長く生存を続け得る傾向が観取され

ち－
4、ー・

35。Cの場合においてはすべての貝が死亡するに10'日を

要した．死亡に至る期間を見るに，↑亘混槽内においては

乾燥状態にあっては5日以内に，湿潤，水没の状態にあ

っては，何れもわずか2日以内に 100%が死亡した．一

方府卵器内においては乾燥状態においては10日間て，湿

潤の状態ては 3日間て叉水没の状態ては 2日間てすべて

の貝が死亡した．とれらにより按ずるに35°0の場合にお

いても前2者の場合と同様，同一温度条件ては貝のおか

れた環境の湿度の高低と貝の生存期限に明瞭な因果関係

が認められ，タト界湿度の低い方がより長く生存に耐え得

る．

しかしながら， 30°0においてはζの特徴は失われる．

水没状態におかれた貝は何れの場合にも 2週間以内に

100%の死亡が認められたが，その他の場合においては

何れもよく長期間生存に耐え，恒温槽内にあって，乾燥

状態て13週， m卵器内にあって湿潤状態て・11週間の生存
が認められた．水没の場合7～14日の間に死亡すること

は必ずしもとれが温度の影響が具に加えられた結果とは

断言出来ず，更には，その他の場合においては貝の生存

に影響を及ぼす条件として，飢餓或いは培地の汚染，酸

素不足，腐敗等の factorが加わって来ることが当然考

えられる．

以上により按ずるにミヤイリガイ生存の limitingfac司

torとしての温度の高温の場合はおおむね 35°0前後と類

推される．

これに対し－10°0の場合及び－ 5°0の場合は，いかな

る状態におかれたミヤイリガイもきわめて短時間（両者

の場合の最高4時間以内〉内に死亡する。－ 5°0の場

合，水没状態におかれた貝は4時間後まで死亡が殆んど

認められなかったことは，員をシャーレー中の水中に投
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入じた後冷蔵庫に収めたため－ 5℃迄冷却するに暫時の

時を要したためと見られる．これらの場合，貝を高温に

さらした場合に見られた如き乾燥と生存期間との聞に一

定の相関関係は認められない．

。。Cにおいては乾燥状態におかれた場合は 7週日にし
てその悉くが死亡したが，湿潤状態にあっては，その死

亡率は同期間後においてわずかに30%前後に止まった．

このように長く生存を続け得る点より 0°0はミヤイリガ

イの致死因子とはなり得ないものと思考される．

これらを要するに，ミヤイリガイ生存の limitingfac-

torとしての低温の域値は 0。C～－ 5°0の聞と見なすと

とが出来る．

ただし，これらは何れも夏期における実験結果てあ

り，例えばミ、ヤイリガイの冬期における低温への馴化，

或いは逆に本実験時の貝の高温への馴れ等は一応無視さ

れている．

要約

1. ミヤイリガイの致死要因としての温度を検した．

2. ミヤイリガイの生存の limitingfactorとしての

高温の域値はおおむね35°0前後と見られる．この場合，

環境が多湿な程貝の死亡時間は早くなる．

3. 同じく生存の limitingfactorとしての低温の場

合の如く顕著てない．

本研究の要旨は昭和 36年4月第 30回日本寄生虫学会

総会において発表した．
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STUDIES ON TEMPERATURE AS THE LIMITING FACTOR FOR 

SURVIVAL OF ONCOMELANIA NOSOPHORA 

TOSHIHIKO llJIMA 

(Ymnanashi Hygiene Laboratory, Kofu, Japan) 

SABURO SUGIURA 

(Dφαrtment of Medical Zoology, Sho即 α MedicalSchool, Tokyo) 

The survival of Oncomelania nosophora was observed under the different h7mperatures 

and the results were as follows. 

1. The limit of temperature for the survival of Oncomelania nosophor，αwas found to 

be about 35°C. In this cace, higher humidity shortened the survival period of the snail. 

2. The lower limit for its survival was found to erist between O。Cand -5 °C. In this 
case, however, no remarkable time relationship between humidity and the death of snails was 

observed. 

£』
ヨミ ロ】＝＝ロ

第31回日本寄生虫学会総会は下記の知き日程で開催

されます

期日昭和37年4月1日（日）' 2日（月）

会場千葉市千葉大学医学部大講堂

会長横川宗雄教授

特別講演：人畜の毛様線虫に関する研究

新潟大学大鶴正満教授

なお，本総会の詳細に関しては，追て各会員宛御連絡

があると存じます．
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